
令和元年度会津若松市社会福祉協議会事業報告 

 

１．団体の経営 

項  目 結  果 

⑴  会議の開催  各会議を開催し、組織経営の確立と財政の健全化を進めるた 

 め、業務執行に関する重要案件を審議・決定した。 

  

➀経営会議  

 ア 理事会 ➀ 令和元年 6 月 10 日 

   平成 30 年度一般会計補正予算の専決処分、平成 30 年度事 

 業報告、平成 30 年度一般会計・特別会計決算、令和元年度  

 一般会計・特別会計補正予算、評議員選任候補者の推薦、評 

 議員会の招集、湊しらとり保育園事業に係る給食業務委託契 

 約 

  

 ➁ 令和元年 6 月 26 日 

   会長の選任、副会長の選任、常務理事の選任、委員会委員  

  の選任 

  

 ➂ 令和元年 7 月 8 日 

   損害賠償請求訴訟、令和元年度一般会計補正予算、評議員  

  会の招集 

  

 ➃ 令和元年 9 月 9 日 

   定款の一部改正、令和元年度一般会計補正予算、評議員会  

  の招集、第 33 回会津若松市社会福祉大会表彰及び感謝  

   

 ➄ 令和元年 12 月 16 日 

   令和元年度一般会計補正予算、要介護認定調査業務委託契  

  約の締結、評議員会の招集、令和元年度事業中間報告  

   

 ➅ 令和 2 年 3 月 16 日 

   令和元年度一般会計補正予算、令和 2 年度事業計画、令和 

  2 年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設定、事務 

  局規程の一部改正、経理規程の一部改正、評議員会の招集  
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 イ 評議員会 ➀ 令和元年 6 月 26 日 

   平成 30 年度一般会計補正予算の専決処分、平成 30 年度事 

  業報告、平成 30 年度一般会計・特別会計決算、令和元年度  

 一般会計・特別会計補正予算、理事・監事の選任  

  

 ➁ 令和元年 7 月 16 日 

   損害賠償請求訴訟、令和元年度一般会計補正予算  

  

 ➂ 令和元年 9 月 17 日 

   定款の一部改正、令和元年度一般会計補正予算  

  

 ➃ 令和元年 12 月 23 日 

   令和元年度一般会計補正予算、要介護認定調査業務委託契  

  約の締結、令和元年度事業中間報告 

  

 ➄ 令和 2 年 3 月 26 日 

   令和元年度一般会計補正予算、令和 2 年度事業計画、令和 

  2 年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設定、事務 

  局規程の一部改正、経理規程の一部改正  

   

 ウ 監事会 ➀ 令和元年 5 月 22 日・23 日 

   平成 30 年度事業報告、平成 30 年度一般会計・特別会計決 

  算状況 

  

 ➁ 令和元年 11 月 15 日 

   令和元年度事業中間報告、令和元年度一般会計・特別会計  

  中間執行状況、運営施設視察 

  

 エ 総務委員会 ➀ 令和元年 9 月 9 日 

   職員採用試験の実施について 

  

 オ 事業推進委 ➀ 令和元年 9 月 9 日 

員会   教育サポート基金の活用について 
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 カ  評議員選任 ➀ 令和元年 6 月 13 日 

  ･解任委員会 評議員の選任 

  

➁事業運営委員会  

ア  老 人 福 祉 セ ➀ 令和元年 7 月 30 日 

  ン タ ー 運 営   委嘱状交付、委員長・副委員長選出、平成 30 年度利用状 

  委員会 況報告、令和元年度事業・予算概要 

  

 ➁ 令和 2 年 2 月 6 日 

   令和元年度利用状況、令和 2 年度取組み（案） 

  

イ  ボ ラ ン テ ィ ➀ 令和 2 年 2 月 26 日 

  ア 基 金 運 営   ボランティア学園の内容、経費、予算、ボランティア基  

  委員会  金取崩しについて 

  

 ウ  苦 情 解 決 委 ➀ 令和元年 7 月 17 日 

  員会   平成 30 年度下半期苦情内容・結果 

  

 ➁ 令和元年 11 月 27 日 

   令和元年度上半期苦情内容・結果 

  

 エ  ボ ラ ン テ ィ ➀ 令和元年 6 月 18 日 

  ア 学 園 運 営   平成 30 年度の状況、令和元年度の進捗状況、今後の学園 

  委員会 行事 

  

 ➁ 令和元年 8 月 28 日 

   学園事業内容（ボランティアフェスタ 2019・修学旅行、 

  交流会について）、令和 2 年度カリキュラム内容 

  

 ➂ 令和元年 12 月 13 日 

   学園事業内容（行事報告・反省等）、令和 2 年度カリキュ 

 ラム内容 

  

 オ  会津若松市 ➀ 令和元年 8 月 8 日（木）開催 

  社会福祉大会   開催要綱、第 33 回会津若松市社会福祉大会表彰等該当者  

表彰審議委員会  の審議について 
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➂事務執行会議  会長、管理職からなる会議を原則月 1 回、計 13 回開催し、 

ア 経 営 戦 略 事務事業の評価と事業の調整を行った。  

  会 議  

  

イ  課長 ･室長  原則月 1 回開催し、事業の検討を行った。令和 2 年 2 月 26 

  会議 日より新型コロナウイルス感染症予防対策のため緊急会議を 

 週 1 回程度開催し、事業の中止や延期、感染症対策について  

 検討・調整を行った。 

  

⑵  会員の加入促 ➀ 会費 

 進  目 標 実 績 達成率 前年度比 

一般 6,997,000 円 6,933,870 円 99.1％ 148,630 円減 

施設 200,000 円 195,000 円 97.5％ 5,000 円減 

特別 
184 件 

1,820,000 円 

169 件 

1,565,000 円 

91.8％ 

86.0％ 

  15 件減 

 150,000 円減 
 

  

 ➁ 寄附の受納 

   129 件 金額 3,166,305 円 

 （前年度比 44 件増 1,633,417 円減） 

  

⑶  役 員 研 修 の 本会の実施事業及び活動支援の理解を深めるため実施した。 

 実 施  期日 令和元年 12 月 16 日 

  内容 キッズサロン視察（北会津保健センター内）  

     会津通園訓練センターたんぽぽ園視察  

  参加 理事・監事 

  

⑷  経営基盤、労 ➀ 「中期財政計画」の進行管理 

 務管理の強化   四半期ごとに収入・支出の推移を分析し、理事会・評議 

 員会にも報告を行った。 

  

 ➁ 積立金への計画的な積立 

   施設整備積立金  1,004,324 円 

   事業安定資金積立金  2,093 円 
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 ➂ 職員定数管理計画の進行管理と処遇改善  

  ア 令和 2 年度新規正職員採用試験の実施 

  イ 正職員定期昇給抑制の継続 

  ウ 臨時職員平均 1%賃上げ 

  

⑸  職員の創意工 ➀ 研修会への参加 

夫の喚起と研修   外部研修会等へ参加し、スキル向上に努めた。  

の充実  

 ➁ 職員研修の実施 

   職員の意識改革と組織活力の醸成を図るため、内部研修を  

  実施した。 

   係長以上対象 1 回 

   全職員対象研修においては、新型コロナウイルス感染予防  

  の観点から中止した。 

  

 ➂ 自主研修支援制度の啓発 

   申請件数 1 件 

   認定件数 1 件 

  

⑹  職 場 環 境 の ➀ 安全衛生委員会の開催   5 回 

整 備 ➁ 安全衛生通信の発行    8 回 

 ➂ 事業所内の巡視・清掃   各部署随時 

 ➃ 健康診断の実施      1 回（GH みなづるは年 2 回） 

 ➄ 予防接種（インフルエンザ）の実施  1 回 

 ➅ ストレスチェックの実施  未実施 

  

⑺  広報の充実と  委員会を開催し、誌面などの充実を図り、情報発信と公開に  

情 報 発 信 力 の 努めた。 

強化 ➀ 社協だよりの発行（53,000 部） 

   No.172  6 月 1 日号 

   No.173  8 月 1 日号 

   No.174 11 月 1 日号 

   No.175  2 月 1 日号 
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 ➁ 桜河苑だよりの発行（2,800 部） 

   No.51 9 月 1 日号 

   No.52 3 月 1 日号 

  

 ➂ ホームページの活用（随時更新） 

  ア 新着情報掲載件数   175 件 

  イ 1 日平均アクセス数  64 件 

  

 ➃ フェイスブックの活用（随時更新） 

   投稿件数  156 件 

  

⑻  情 報 開 示 の  ホームページや「財務諸表等開示システム」にて公表した。 

推 進  ア 事業計画書    公表済 

  イ 予算書      公表済 

  ウ 現況報告書    公表済（システム） 

  エ 事業報告書    公表済 

  オ 決算書      公表済 

  カ 定数管理計画   公表済 

  キ 中期財政見通し  公表済 

  ク 地域福祉活動計画 公表済 

  

⑼  第 33 回会津  地域福祉活動の周知、啓発を目的に記念講演、福祉功労者等 

若 松 市 社 会 福 に対する表彰及び感謝を行った。 

祉 大 会 の 開 催  期 日  令和元年 10 月 9 日（水） 

  会 場  会津若松市文化センター 

  記念講演 演題「心ある音楽で生きる希望と力を伝えよう」 

         ～音楽がはたす心の安らぎ～ 

       講師 近藤 美智子 氏 

  受賞者数 表彰 81 件  感謝 136 件 

  

⑽  福祉サービス   本会が提供する福祉サービスについての要望や苦情に対し  

苦 情 解 決 事 業 て適切に対処するとともに、業務改善を図った。また、苦情解  

 決委員に平成 30 年度下半期及び令和元年度上半期の報告を行  

 った。 
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 ➀ 苦情解決委員 

     小檜山 正行委員（市民児協所属）R2.2.29 まで 

     古川   晃委員（市民児協所属）R2.3.1 から 

     小野   修委員（市区長会所属） 

  

 ➁ 苦情解決委員会の開催 

   年 2 回 7 月・11 月 

  

 ➂ 要望・苦情件数 3 件 

  

⑾災害時非常時 ➀ 会津若松市総合防災訓練への参加 

体制の整備   令和元年 8 月 25 日（日）北会津中学校において「災害ボ 

  ランティアセンター設置訓練」を行い、非常時の体制整備を 

  図った。また、在宅サービス推進室北会津においては「福祉 

  避難所開設訓練」を実施した。 

   参加者 55 名 （ボラセン 33 名  福祉避難所 22 名） 

 （ボランティア学園生、北会津地区ボランティア、職員） 

  

 ➁ 「シェイクアウトふくしま」（県下一斉安全確保行動訓練） 

  に参加し、防災意識の高揚と防災力の向上を図った。  

   期日 令和元年 8 月 30 日(金) 

  

 ➂ 各部署における避難訓練の実施・・・随時 

  

２．総合生活支援事業（生活サポート事業）  

項  目 結  果 

⑴  ふれあい福祉  各種相談を受け付け、様々な生活課題の解決に向けて本会事  

センター総合生 業や他専門機関へ繋ぐ等支援した。 

活 相 談 所 充 実  一般相談では、生活困窮に陥り生活保護申請に至った方に対  

 してのつなぎ資金貸付や、フードバンクに関する相談の増加が  

 みられた。 
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種 類 開催日数 件 数 前年度比 内 容 

一般 随時 578 件 30 件増 生活全般 

法律 12 日 55 件 3 件減 
離婚、債務相

談等 

障がい者（児） 随時 5 件 2 件増  

権利擁護 

成年後見 
12 日 10 件 6 件増 

 

子育て 随時 131 件 18 件増 教育等 

傾聴 142 日 320 件 4 件減 電話･訪問  
 

  

⑵  日常生活自立  判断力が低下した認知症高齢者などの権利を擁護し、地域  

支援事業 (あ ん で安心した生活が送れることを目的に、福祉サービスの利用、 

しんサポート事 や金銭管理などを支援した。また、利用の状況を踏まえ契約内  

業 ・ 福 島 県 社 容を精査し、成年後見制度へ繋ぐなど支援した。  

会 福 祉 協 議 会  

受 託 ) ➀ 職員の配置 

   担当職員      3 名（前年度比 1 名増） 

   生活支援員（非常勤）9 名（前年度比 同） 

  

 ➁ 契約者数  36 名（前年度比 14 名減） 

  

 ➂ 相談援助件数 

   延  4,098 件（前年度比 1,325 件減） 

   延 834.5 時間（前年度比 200 時間減） 

  

 ➃ その他 

  ア 権利擁護・法人後見等に関する各種研修会参加  

    2 回 

  イ あいづ安心ネット事例検討会参加 9 回 

  ウ あいづ安心ネット NPO 法人設立に係る支援 

    設立準備会 8 回 

    設立総会開催支援 
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⑶  生活困窮者等  本会相談事業や関係機関と連動・連携し、課題を抱える世帯  

への貸付事業 の自立更生を支援するため、資金の貸付を行った。  

 ➀ 社会福祉資金の貸付 

 
償還件数 償還金額 貸付残高 

3 件 12,000 円 8,928,099 円 
 

  ※貸付実績 無 

  

 ➁ 生活福祉資金の貸付（福島県社会福祉協議会受託）  

   緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合の少額  

 資金や教育支援資金の増加がみられた。さらに、新型コロナ  

 ウイルス感染症による収入減に対応するため、令和 2 年 3 月 

 25 日より緊急小口資金特例貸付を行った。  

 
貸付件数 57 件 前年度比        6 件増 

貸付金額 7,771,000 円 前年度比 1,266,000 円減 
 

  

 〇緊急小口資金貸付（新型コロナウイルス感染特例） 

 
申請件数 6 件 

申請金額 1,000,000 円 
 

  ※令和 2 年 4 月 30 日現在の申請状況：142 件 21,900,000 円 

  

 ➂ 高額療養費の貸付（会津若松市受託）  

 
貸付件数 87 件 前年度比        8 件減 

貸付金額 18,954,212 円 前年度比 2,030,731 円減 
 

  

 ➃ 行旅人に対する乗車券・食事代の交付  

 
交付件数 14 件 前年度比      5 件増 

交付金額 16,731 円 前年度比  3,951 円増 
 

  

 ➄ 災害世帯への支援（火災世帯への見舞金）  

 交付件数 4 件 前年度比      3 件減 

交付金額 35,000 円 前年度比 30,000 円減 
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⑷  福祉人材セン  福祉人材確保対策の充実強化を図るため、求人求職情報の提  

 タ ー 協 力 事 業 供など、地域の実情に応じた人材確保対策の推進を図った。  

 （福島県社会福 ➀ 福祉の仕事相談会 

 祉協議会受託） 
開催回数 12 回 前年度比 同 

相談件数 12 件 前年度比 24 件減 
 

  

 ➁ 福祉・介護の職場体験 

 

実施会場 4 ヶ所 前年度比 同 

実施日数 10 日 前年度比 2 日減 

体験者数 10 名 前年度比 5 名減 
 

  

⑸  生活サポート  生活困窮者支援として、関係機関と連携して協働実践に取り  

 事業 組んだ。 

 ➀ 出前・年末年始特別相談会（市と協働開催） 

 

開催日数 5 日 前年度比 1 日減 

出張相談会 3 地区 

（北会津、湊、門田） 

年末相談会 2 日開催 

（令和元年 12 月 29、30 日） 

相談件数 9 件 前年度比  2 件増 
 

  

 ➁ フードバンク事業（生協や市民団体との連携による  

  緊急食料の提供） 

 

受入件数 34 件 前年度比  4 件増 

生協 12 件 市民団体等 22 件 

提供件数 102 件 前年度比 29 件減 
 

  

 ➂ こどもの居場所づくり支援（こども食堂への協力、連携） 

   特定非営利活動法人寺子屋方丈舎や任意団体が運営する  

  こども食堂へのボランティアの斡旋、食料品等の提供など協  

  力した。<歳末助け合い募金配分> 

 団体数 件数 助成金額 

3 団体 5 件 150,000 円 
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 ➃ 就学遺児御見舞    25 名     75,000 円 

   生活困窮世帯御見舞 211 世帯 1,055,000 円 

  

 ➄ 関係機関連携会議 

   生活困窮者支援のための市、民生児童委員、包括、NPO 団 

  体、ハローワークとの連携会議に出席した。  

 会議出席回数 6 回 前年度比 1 回減 

  

⑹  未来きぼう応 ひとり親世帯等の高等学校進学を支援するため、教育サポー  

援金事業 ト基金を活用した制度「未来きぼう応援金」事業を創設し支援 

 した。 

 
交付件数 52 件 

交付金額 2,600,000 円 
 

  

⑺  小地域ネット 地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため「地域  

 ワ ー ク 組 織 化 支え合い団体（地区社協）」の組織化に取り組んだ。また、各種  

 事 業 地域会議に参加し、関係機関との連携と関係づくりを進めた。 

 ➀ 既存地区への支援 

  ア 東山地区「東山・人と地域をつなぐ会」  

    （平成 30 年 10 月 3 日設立） 

  イ 北会津地区「北会津ふれあいネットワーク」  

    （平成 31 年 2 月 16 日設立） 

  

 ➁ 新規設立 

  ア 湊地区「みんなと湊まちづくりネットワーク」  

    平成 31 年 4 月 24 日設立 

  イ 河東地区「河東ふれあいネットワーク」  

    令和元年 10 月 27 日設立 

  

 ➂ 会議等への参加 

 民児協理事会･総会･研修会 20 回 前年度比  2 回増 

地区民児協会議 27 回 前年度比  4 回増 

包括ケア会議 53 回 前年度比  9 回増 

包括ミニケア会議 45 回 前年度比  5 回減 

4 地区定例会、役員会イベント等 27 回 前年度比 10 回増 
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地域支え合い団体（地区社協）

の説明 
3 回 

区長会、民生児童委

員協議会等への説明 

小地域ネットワーク関係機関

会議の開催 

15 回 

前年度比 21 回減 

河東、謹教地区にお

いて、地区社協の組

織化に向け、関係機

関会議を開催 
 

  

 ➃ 北会津地区「あんしんバトン」事業  

   配布件数 12 件 

  

⑻  認知症の人と  認知症カフェをはじめ、見守り活動や認知症への理解促進へ  

 家族の居場所づ の取り組みとボランティアの支援を行った。  

 くりの支援   ➀ 認知症カフェ支援 

   認知症の人と家族の会によるカフェひだまりでは、ボラン  

 ティア学園が開講する「あいづっこぜみな～る」に協賛し、 

 子どもたちの実習の場としても開催した。  

 開 催 回 数 11 回 前年度比   1 回減 

延利用者数 346 名 前年度比 137 名減 
 

  

 ➁ 認知症カフェ連絡会の運営 

   平成 30 年 5 月 31 日に認知症カフェ連絡会を立ち上げ認知 

 症の人やその家族、地域住民の方々にとって、なくてはなら  

 ない「居場所」となるように、市内 8 カ所の認知症カフェの 

 活動支援を行った。令和元年 5 月に総会、7 月に情報交換会、 

 12 月に実践報告会・特別講演会を行った。  

 
開 催 回 数 ７回 

総会、役員会、特別講演会、 

情報交換会、実践報告会 

延参加者数 90 名 連絡会会員･居宅介護支援専門員 
 

  

 ➂ 河東カフェの開催（俺ん家カフェ） 

   地域の方のお茶飲みなど交流の場として開催し、認知症の  

 理解促進や情報提供、相談等を行った。 
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  ア 出張！俺ん家カフェ in 八田 

    期 日 令和元年 9 月 19 日 

    参加者 78 名 

  イ 認知症カフェ 

    開催回数   8 回 

    延利用者数 242 名 

  

⑼  要介護認定調   指定市町村事務受託法人として申請事務を行い、指定を受  

 査事業 け、令和 2 年度からの実施に向けて、事業立ち上げの準備作業 

 や認定調査員研修会に参加した。 

  

  

  

３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業） 

項  目 結  果 

⑴  地域福祉活動 ➀ 地域福祉活動計画の周知、啓発、進行管理と第 2 次計画の 

 推進事業  策定準備 

   各種会議にて、周知、啓発を行うとともに、計画の進捗状  

 況について内部評価と｢会津若松市地域福祉計画等推進会 

 議｣による外部評価を受けた。 

   会津若松市地域福祉計画等推進会議 

   期日 令和元年 11 月 5 日 

  

 ➁ ふれあい・いきいきサロン活動支援 

   地域の高齢者とボランティアが共同で企画・運営する仲間  

  づくりの活動に対し、助成金の交付と職員の派遣、サロン団  

  体交流会を開催し活動の推進を図った。  

   アウトリーチを徹底し、周知を図った結果、サロンの増加  

  につながった。 

  ア 運営費の助成、レクリエーション用具の貸出、職員派遣 

  イ 活動団体の交流会の開催（年 1 回） 

  ウ 地区交流会の開催（１地区） 

  



 

 

項  目 結  果 

  

 

開 催 箇 所 119 箇所 前年度比    12 箇所増 

助 成 金 額 2,893,000 円 前年度比 417,800 円増 

支 援 回 数 82 回 前年度比      27 回増 

交 流 会 
1 回 

 

前年度比 同 47 名参加 

令和元年 12 月 5 日開催 

（文化センター） 

地区交流会 感染症予防対策のため中止 
 

  

 〇空き家等を活用した支え合い拠点認定制度の実施  

    申請件数 ：1 件（前年度比 同） 

    相談件数 ：3 件（前年度比 同） 

  

 ➂ 一人暮らし高齢者会食会事業 

   一人暮らし高齢者の交流の場を組織した地区に助成金を  

  交付し、地域内での助け合いや見守り体制の支援を行った。 

   北会津地区では、共同募金配分金を活用し、高齢者の相互  

  交流、生きがいの場を提供した。 

  ア 地区民生児童委員協議会単位の実施 

 
開催 

地区 

7 地区（城北、一箕、門田、 

行仁、日新、城西、神指） 

助成金額 

223,000 円 
 

  イ 北会津地区昼食会 

 
開 催 回 数 11 回 前年度比  1 回減 

延参加者数 120 名 前年度比 33 名減 
 

  

 ➃ 一人暮らし高齢者「すみれ会」活動支援  

   河東地区に住む 65 歳以上の単身世帯を対象に、健康で、  

  明るく心豊かな生きがいを見つけ、住み慣れた地域で生活し  

  やすい環境や地域での仲間づくりを進め、民生児童委員と連  

  携し活動した。 

 開 催 回 数 5 回 前年度比 同 

延参加者数 93 名 前年度比 1 名減 
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 ➄ 「地域から始まる福祉の時間」は地区社協事業へ移行  

  

 ➅ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業  

   民生児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時にお  

  ける対応を支援した。 

   緊急連絡カード新規 若松 148 件 河東 5 件 

  

 ➆ 福祉実習生の受入 

 
社会福祉士実習 1 名 前年度比 同 

介護福祉士実習 2 名 前年度比 1 名増 
 

  

 ➇ 各種委員会等への出席 

   行政、関係機関及び地域で開催される会議へ出席し、連携  

 を図った。 

  ア 福島県社会福祉協議会 

  イ 福島県共同募金会 

  ウ 福島県会津地域保健医療福祉協議会 

  エ 会津地域自殺対策推進協議会 

  オ 会津地域子育て支援連絡会 

  カ 会津若松市定住・二地域居住推進協議会  

  キ 会津若松市高齢者・障がい者虐待防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議  

  ク 会津若松市空家等対策協議会 

  ケ 会津若松市防災会議 

  コ 会津若松市いじめ問題対策連絡協議会  

  サ 会津若松市青少年問題協議会 

  シ 会津若松市子ども未来基金事業助成金検討会  

  ス 会津若松市介護保険運営協議会 

  セ 会津若松市国民健康保険運営協議会 

  ソ 会津若松市民生委員推薦会 

  タ 会津若松市中心市街地活性化協議会 

  チ 会津若松市障がい者差別解消支援地域協議会  

  ツ 会津若松市地域自立支援協議会 

    ・地域生活部会 ・権利啓発部会 

    ・活動支援部会 ・療育部会 

  テ 会津図書館運営協議会 
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  ト 会津まつり実行委員会 

  ナ 余暇活動支援事業運営会議 

  ニ 会津若松市勤労青少年ホーム運営委員会  

  ヌ 会津若松地区被害者支援及び相談ネットワーク  

  

⑵  福祉団体育成 社会貢献活動を行う 12 団体に対し、活動費の助成や運営を 

 ・支援事業 支援した。 

 

団  体  名 助成金額 

会津若松市区長会 506,000 円 

会津若松市民生児童委員協議会 611,000 円 

会津若松市各方部民生児童委員協議会  2,290,800 円 

会津若松市老人クラブ連合会 100,000 円 

会津若松身体障がい者福祉会 70,000 円 

認知症の人と家族の会福島県支部会津地区  50,000 円 

会津若松更生保護女性会 70,000 円 

会津若松市保育士会 100,000 円 

会津若松市保育所連合会 100,000 円 

会津若松市保育所保護者連合会 50,000 円 

福祉ボランティアサークルひまわりの会  100,000 円 

会津若松市子どもまつり実行委員会 100,000 円 

合    計 4,147,800 円 
 

  

⑶  福祉バス運行  福祉団体等が行う視察研修などのため、福祉バスを運行し、 

 事業 健康増進・教養の向上を図った。 

 運 行 日 数 80 日 前年度比   48 日増 

延利用団体数 27 団体 前年度比  2 団体減 

利 用 人 数 793 名 前年度比  274 名増 

走 行 距 離 9,207 ㎞ 前年度比 4,162 ㎞増 
 

  

⑷  奉仕銀行設置  寄附物品の受入と払出を行った。 

 運営事業 受 入 35 件 前年度比 同 

払 出 35 件 前年度比 同 
 

 主な物品：食料品、タオル、雑貨など  

  



 

 

４．ボランティア事業 

項  目 結  果 

⑴  会津若松市ボ  地域住民がボランティア活動を身近に感じ、気軽に参加でき  

ランティア学園 る環境を整備するため、学園を通して情報の積極的発信や集約  

 事業 化、相談窓口の充実、人財育成、広報・周知を行った。（開校 2 

 年目） 

 ➀ 受講者 

   延人数 117 名 卒業 62 名 （前年度比 10 名減） 

   実人数   93 名 卒業 53 名 （前年度比  2 名増） 

  

 ➁ 開催状況 講座回数 64 回（前年度比 2 回減） 

 講 座 名 回数 定員 受講者 

初等課程 10 回 20 名 23 名 

地域ボランティアリーダー養成学科 8 回 20 名 8 名 

傾聴ボランティアぜみな～る 8 回 20 名 25 名 

傾聴ボランティアスーパーバイザー

養成学科 
7 回 20 名 17 名 

認知症サポート・介護予防ぜみな～る 8 回 15 名 20 名 

あなたも「アイ・アム・サム」 

ぜみな～る 
11 回 15 名 17 名 

あいづっこぜみな～る 12 回 15 名 7 名 
 

  

 ➂ 行事 

  ア 入学式 令和元年 5 月 12 日 

    参加者 62 名（前年度比 22 名減） 

  イ ボランティアフェスタ（学園祭） 

    令和元年 10 月 27 日 

    参加者 400 名（前年度比 100 名増） 

  ウ 修学旅行（南相馬方面）令和元年 11 月 30 日 

    参加者 37 名（前年度比同） 

  エ 全体交流会 

    １回目 令和元年 6 月 30 日  参加者 35 名 

    ２回目 令和元年 8 月 31 日  参加者 49 名 

    ３回目 令和元年 10 月 19 日  参加者 30 名 

    ４回目 令和 2 年 2 月 29 日  参加者 40 名 

 

 



 

 

項  目 結  果 

  オ メンタルフレンドボランティアふり返り交流会 

    開催 2 回  参加者各回 6 名 

  カ メンタルフレンドボランティア・傾聴ボランティアスー 

   パーバイザーふり返り交流会 

    開催 1 回 参加者 8 名 

  キ 卒業式 中止 

  

⑵  ボランティア  ボランティア活動、市民活動の周知・啓発、人材養成、  

 マッチング事業 相談業務、マッチング事業に取り組んだ。  

 ➀ コミュニケーションサービス「あいべあ」の登録  

   ボランティア学園生参加者を対象に、登録を行いボランテ 

   ィア情報の発信を行った。 

    33 名登録（前年度比 24 名減） 

 ➁ 相談・マッチング 

 相 談 件 数 1,734 件 前年度比 136 件増 

コーディネート数 517 回 前年度比   3 回増 
 

  

⑶  出前福祉体験  小・中学校障がい理解促進事業出前講座として、幼い時から 

 教室 福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボランティア・関 

 係団体と連携した福祉教育の推進に取り組んだ。  

 

時 期 通  年 

回 数 25 回（前年度比 7 回増） 

場 所 
10 校（一箕小・東山小・城北小・行仁小・謹教小・

神指小・永和小・城西小・河東学園小、北会津中） 

内 容 
6 講座 疑似体験・車いす・白杖・点字・手話・障

がい者スポーツ体験（ボッチャ） 
 

  

⑷  自分発見ボラ  高校生・専門学校生・大学生を対象に、ボランティア活動を 

ンティア 通して、自分自身の生き方や人間や社会を見つめる目を育む機 

 会となり、みんなで支え合う福祉のまちづくりに寄与すること 

 を目的に実施した。 

 時 期 令和元年 7 月～令和 2 年 3 月 

受入施設 30 施設（前年度比 2 施設減） 

参加者数 70 名（前年度比 20 名減） 
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⑸  除雪ボランテ  地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボラン 

 ィア事業 ティアによる要援護世帯への除雪活動（市より受託の間口除雪  

 も含む）を支援した。 

 ➀ 地域ぐるみ除雪ボランティア 

   組織地区数 85 地区（前年度比  11 地区減） 

   登録者数  747 名（前年度比    92 名減） 

   除雪回数  338 回（前年度比 2,089 回減） 

   間口回数  291 回（前年度比 1,449 回減） 

 ➁ スノーバスターズ（全市対応） 

   登録者数  219 名（前年度比 12 名減） 

   除雪回数   0 回（前年度比 13 回減） 

  

⑹  ボランティア  加入者数 3,213 名（前年度比 176 名減） 

 活動保険の加入  

  

⑺  ボランティア 機器種類 14 種類 

 活動機材の貸出  車いす、白杖、アイマスク、高齢者疑似体験セット、テント、 

  レクリエーション用具、点字板、鍋・釜、ポータブルトイレ、 

  スクリーン、ベッド、誘導棒、ブルーシート、発電機 

   総貸出件数 116 件（前年度比 44 件減） 

  

⑻  企業の社会貢 ➀ ヤクルト愛の訪問活動 

 献活動への支援   80 歳以上の単身世帯への週 1 回の安否確認事業に対し、 

  連絡調整等の支援を行った。 

    利用者数 699 名（前年度比 176 名減） 

 ➁ 電気点検・清掃ボランティア活動 

   東北電力株式会社等による 80 歳以上単身世帯への電気点 

  検訪問活動に対し、地区民生児童委員協力のもと連絡調整等 

  の支援を行った。 

    町北地区 9 世帯（前年度比 26 世帯減） 

  

⑼  生活支援相談  生活支援相談員 3 名を配置し、被災者・避難者の生活復興の 

 員配置事業（福 ため支援を行った。 

 島県社会福祉協 

議会受託） 

活 動 内 容 回数等 前年度比 

個別訪問活動 693 回 3 回減 
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 活 動 内 容 回数等 前年度比 

サロン・交流会参加 28 回   9 回減 

研 修 会 ・ 会 議 等 43 回  21 回減 

サ ロ ン 開 催 4 回 同 

訪 問 世 帯 208 世帯 40 世帯増 
 

  

⑽  障がい者支援  ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の地域生活  

 センターカムカ を支援した。 

 ムボランティア ➀ 相談・マッチング 

 の運営 相談件数 2,411 回 前年度比 1,189 回増 

支援件数 1,273 件 前年度比   525 回増 
 

  

 ➁ カムカムボランティアポイント事業 

   障がいの程度にかかわらず、誰でもボランティア活動に参 

 加しやすい環境をつくり、障がい者の社会参加を促すととも 

  に、ボランティアのすそ野を広げる取り組みとして事業を実 

 施した。 

    参加者 142 名（うち 障がい者 34 名） 

  

  

  

  

  

５．子育て支援の推進 

項  目 結  果 

⑴  湊しらとり保  子供たちの健やかな育ちのために、個々の発達に応じた保育 

育園の運営 活動（幼児英語保育、食育、体力向上）や子育て支援に努めた。 

 また、湊小中学校・地域施設・団体との交流も行った。 

  

 ➀ 保育日数 285 日（前年度比 2 日減） 
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 ➁ 登録園児数  

 年齢 園児数 前年度比 

0 歳児 7 名 2 名増 

1 歳児 4 名 4 名減 

2 歳児 12 名 8 名増 

3 歳児 6 名 5 名減 

4 歳児 12 名 2 名減 

5 歳児 13 名 2 名減 

合 計 54 名 1 名増 
 

  

 ➂ 利用園児数 1 日平均 40.1 名（前年度比 2 名減） 

  

 ➃ 主な事業 

  ア 幼児英語保育 

    4･5 歳児を対象とし幼児英語教室を実施した。 

    5～11 月 月 2 回 計 14 回 

  イ 食育 

    地元の野菜を使用した給食の提供及び子どもたちが畑  

   づくりを行い、収穫物を給食に提供した。  

  ウ 施設訪問・交流 

    施設利用者と交流を図った。 

  エ 親子教室 

   「ヒップホップダンス教室」を親子で楽しく行った。  

  オ 体力づくり 

    毎日の活動の中で、必ず体操や身体を動かす時間を設  

   け、体力向上に努めた。 

  カ かたりべを聞く 

    地域の方による方言を使った昔話を聞き、言葉に対する  

   興味関心を深めた。 

    5～2 月 月 1 回 計 10 回 

  キ 地域交流 

    湊小中学校、地域施設との交流を図った。  

  



 

項  目 結  果 

 ➄ 乳児家庭全戸訪問事業（会津若松市受託）  

   湊地区における対象家庭を訪問し、乳児や保護者の心身の 

 状況、養育環境の把握、育児に関する不安や悩みに対する傾  

 聴・相談を受けるとともに、早期支援につなげていく事業を 

 行った。    訪問世帯数 4 世帯 

    

⑵  湊こどもクラ  湊しらとり保育園や地域施設・団体との交流を図りながら、 

 ブの運営（会津 労働等により昼間保護者が家庭にいない小学生に対し、放課後  

 若松市受託） における遊び及び生活の場を提供した。  

 ➀ 年間開所日数 261 日（前年度比 20 日減） 

  

 ➁ 登録児童数 

 

学年 児童数 前年度比 

1 年 7 名 1 名増 

2 年 5 名 2 名減 

3 年 4 名 1 名減 

4 年 4 名 1 名増 

5 年 1 名 1 名増 

6 年 - - 

合 計 21 名 3 名増 
 

  

 ➂ 利用児童数 1 日平均 14.3 名（前年度比 0.8 名増） 

  

 ➃ 主な事業 

  ア 地域交流 

 土曜日や長期学校休業期間を利用し、地域住民との交流 

   会や地域行事へ参加した。 

  イ 食育 

    会津若松市食生活改善推進協議会の協力により、提供す  

   るおやつの質の向上に取り組んだ。 

  ウ 屋外保育 

    思い出作り及び保護者間、職員との交流を目的とし、国 

  立磐梯青少年交流の家を訪問した。 



 

 

項  目 結  果 

  エ ボランティア学園事業への参加 

    小中学生向けのボランティア学園事業へ参加し、参加者  

   との交流を図った。 

  

⑶  障害児通所支  障がいのある児童に対し、基本的動作の習得及び集団生活が  

援事業 送れるよう、指導・訓練を行った。 

  障がいをもつ子どもの早期発見のため、子育て支援教室「た  

 んぽぽ」を第 1・第 3 土曜日にも実施した。 

  放課後等デイサービスの利用対象年齢を、高校生までに引き  

 上げ、サービスの充実を図った。また、家族支援、地域交流と 

 して夕涼み会の開催や、ボランティアフェスタへ参加した。  

 開 所 日 数 240 日 前年度比   2 日減 

目 標 / 日 

午前 １名 達成率    12.5％ 

午後 ９名 達成率   106.8％ 

合計 10 名 達成率    97.4％ 

延利用人数 

午前 30 名 前年度比  40 名減 

午後 2,307 名 前年度比 404 名増 

合計 2,337 名 前年度比 364 名増 

稼 働 率 97.4％  

1 日 平 均 
午前 0.1 名 前年度比 0.2 名減 

午後 9.6 名 前年度比 1.7 名増 
 

  

⑷  タ イ ム ケ ア  利用児者の家族が安心して働いたり、介護で疲れた時に休息  

（日中一時支援） できるよう、タイムケア事業に取り組んだ。  

事業  利用児者・家族のニーズに応え、早朝や夕方の時間帯を中心  

 にサービス提供を行った。 

 受託先：会津若松市、喜多方市、会津美里町、  

 会津坂下町 

 

開 所 日 数 240 日 - 

目 標 / 日 8 名 達成率 41.3％ 

延利用人数 793 名 - 

稼 働 率 41.3％ - 

1 日 平 均 3.3 名 - 
 

  



 

 

６．老人福祉センター運営事業 

項  目 結  果 

⑴  利用状況 高齢者の健康増進及び教養の向上を図り、レクリエーション 

 の場を提供するとともに、わくわく学園やゆめ寺子屋事業へ協 

 力し、利用者確保に努めた。 

 

開 館 日 数 279 日 前年度比    17 日減 

年 間 目 標 延 23,760 名 達成率 85.8％ 

利用 

者数 

男性 延 8,872 名 前年度比   379 名減 

女性 延 11,529 名 前年度比 1,206 名減 

合計 延 20,401 名 前年度比 1,585 名減 

1 日平均利用者数  73.1 名 前年度比   1.2 名減 

健 康 相 談 延 2,902 名 前年度比   529 名減 

ヘルストロン利用  延 1,826 名 前年度比   463 名減 
 

 ※祝日の開館・・・みどりの日、敬老の日（無料）、文化の日  

  

⑵  講座等開催 主催講座 

 状況 講 座 名 回数 延人数 前年度比 

籐 手 芸 14 回 318 名 5 名減 

手 芸 14 回 160 名 31 名減 

社 交 ダ ン ス 12 回 132 名 243 名減 

パ ー テ ィ ー ダ ン ス 0 回 0 名 95 名減 

華 道 14 回 253 名 35 名減 

ス ポ ー ツ 民 踊 14 回 217 名 77 名減 

ち ぎ り 絵 14 回 139 名 77 名減 

書 道 42 回 485 名 25 名増 

水 墨 画 28 回 261 名 54 名減 

カ ラ オ ケ 教 室 28 回 1,412 名 316 名減 
 

  



 

項  目 結  果 

 自主クラブ 

 ク ラ ブ 名 回数 延人数 前年度比 

卓 球 44 回 1,287 名 96 名増 

太 極 拳 33 回 286 名 38 名減 

創 作 舞 踊 21 回 144 名 7 名減 

細 字 ・ 実 用 書 36 回 487 名 169 名減 

パ ソ コ ン 36 回 529 名 103 名減 

レ ク ・ ダ ン ス 46 回 1,713 名 113 名減 

日 舞 32 回 88 名 54 名減 

折 り 紙 23 回 309 名 86 名減 

絵 手 紙 21 回 199 名 23 名増 

パ ス テ ル 

ア ー ト 
11 回 177 名 7 名増 

長 生 き （ 息 ） 

健 康 ヨ ガ 
21 回 270 名 60 名増 

愛 サ ー ク ル 18 回 118 名 118 名増 

パーティーダンス 6 回 17 名 17 名増 
 

 その他 

 事 業 名 回数 延参加者数  備 考 

カラオケ発表会 2 回 515 名 8・12 月 

希らら祭 1 回  12 月 

希ららサロン 1 回 40 名  

施設交流会 1 回 45 名 第三保育園 

出前講座 2 回 99 名 健康講座 

単発講座 12 回 194 名 陶芸、スマホ他 

お楽しみ風呂 3 回  菖蒲、ゆず湯他 
 

  

⑶  介護予防事業 

との連携 

行 事 名 回数 参加者数 

いきいきわくわく介護予防教室 36 回 664 名 

ニュースポーツに挑戦 1 回 7 名 

体組成測定 2 回 30 名 

まちゼミ 3 回 17 名 

スクエアステップ 21 回 344 名 

スマホ・タブレット講座 12 回 149 名 
 

  



 

 

７．介護予防事業 

項  目 結  果 

⑴  本会事業  介護認定を受けていない高齢者へ、地域包括支援センターと  

 連携し、地域で継続して生活できるよう、介護予防に関する運  

 動や知識の普及・啓発を行った。 

  〇社協オリジナル体操の普及 

    馴染みの曲に合わせた体操を提供 

  〇各地域サロンへの積極的な介護予防の普及  

    地域サロン 167 回（前年度比 29 回増） 

  〇会津若松市まちゼミ参加  3 回実施 

  〇きたあいづスポーツクラブ 

    17 回（前年度比 7 回増） 

  〇スマホ・タブレット教室 

    12 回 149 名 （前年度比 5 回 45 名増） 

  〇スクエアステップ教室 

    21 回 344 名 （前年度比 15 回 226 名増） 

  〇市・地域包括支援センターからの講師依頼  

    20 回（前年度比 4 回増） 

  〇その他希ららを利用した教室  

    10 回 65 名 

  

⑵  一般介護予防 

 事業（いきいき 

 わくわく介護予 

防教室・会津若 

松市受託） 

 

老人福祉センター 
5 コース 36 回 前年度比   4 回減 

延参加者数  664 名 前年度比 110 名減 

湊 地 区 
1 コース 8 回 前年度比 同 

延参加者数  113 名 前年度比  39 名減 

北 会 津 地 区 
3 コース 21 回 前年度比   3 回減 

延参加者数  324 名 前年度比  51 名増 

河 東 地 区 
3 コース 19 回 前年度比   5 回減 

延参加者数  262 名 前年度比  72 名減 
 

  

  

  



 

 

８．在宅サービス推進事業 

項  目 結  果 

⑴  訪問介護サー  総合事業の利用者の増加が続いている。今後も、有資格者の  

ビス事業 育成と合わせ、総合事業サービス利用者増に取り組んでいく。 

  ➀ 訪問介護サービス 

 延利用者数 1,479 名 前年度比 55 名増 
 

  

  ➁ サポートサービス（自費サービス） 

 契 約 者 12 名  

延利用金額 128,500 円 64 時間 15 分 
 

  

⑵  居宅介護支援  利用者である要介護者や家族の意向に沿った居宅サービス  

 事業 計画を作成し、利用者が可能な限りその居宅において、その有  

 する能力に応じた自立した日常生活を営むことができるよう  

 支援した。 

  利用者の重度化と困難ケースが増えたことで、短期間入院、 

 死亡、施設入所になるケースが増え、新規受け入れを上回り年  

 間目標値を下回る結果となった。医療機関と連携し、算定可能  

 な加算を得ることで収入増に繋げていく。  

 年 間 目 標 1,260 名 目標達成率 98.3％ 

延 利 用 者 数 1,239 名 前年度比  10 名減 

住宅改修支援 0 件 前年度比 同 
 

  

⑶  介護予防支援  介護が必要な状態になることを予防するため、要支援 1･2 の 

 事業 方に対して、適切なサービスが提供されるよう支援を行った。 

 

年 間 目 標 324 名 目標達成率 125％ 

延 利 用 者 数 405 名 前年度比 68 名増 

住宅改修支援 2 件 前年度比  6 件減 
 

  

⑷  通所介護事業  要介護状態にある高齢者に対して、通所による各種サービス  

 を提供し、心身の機能維持を図り、利用者の孤立感を和らげ、 

 その家族の身体的、精神的な負担の軽減、自立した日常生活を  

 営めるよう動作訓練等援助を行った。  

  



 

 

項  目 結  果 

 ➀ 北会津デイサービスセンター（定員 28 名） 

 新規利用者や現利用者の追加を柔軟に受け入れ、稼働率・ 

 実延利用者数ともに増加となった。緩和サービスから通常通 

 所サービスへ移行したことも増加の要因となった。  

 その反面、緩和サービスの利用者が減少したが、利用者同  

  士の声掛けにより新規利用者の獲得にもつながった。  

 今後も、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、一  

 人暮らし高齢者会食会事業等と綿密な連携を図り、新規利用  

 者の受入や現利用者の利用回数増に対応していく。  

 開 所 日 数 309 日 前年度比     2 日増 

年 間 目 標 8,254 名 目標達成率  100.2% 

延利用者数 8,272 名 前年度比    10 名減 

稼 働 率 95.6％ 前年度比  0.7％ 減 

1 日 平 均 26.8 名 前年度比  0.1 名減 
 

 緩和デイサービスセンター（定員 15 名） 

 開 所 日 数 132 日 前年度比     4 日減 

年 間 目 標 1,729 名 目標達成率   79.0% 

延利用者数 1,367 名 前年度比    70 名減 

稼 働 率 69.0％ 前年度比  1.4％ 減 

1 日 平 均 10.3 名 前年度比  0.2 名減 
 

  

 ➁ 河東デイサービスセンター（定員 40 名） 

   一日デイサービスについては、上半期平均 94％だった稼働 

 率が、下半期に例年にない入院・入所・死亡とコロナウイル  

 ス感染による不安で終了、休止する事例が続き、平均 87％ま 

 で落ちこんでしまった。各居宅介護支援事業所及び地域包括  

  支援センターと綿密な連携を図り、信頼関係を築いていく。 

  また、安心・安全に利用していただけるよう環境の整備に  

 努めていく。 

   緩和デイサービスについては、一日デイサービスへの移行  

 もあるため、現状を維持しつつ地域への浸透・勧誘を図って 

  いく。 



 

 

項  目 結  果 

  

 

開 所 日 数 309 日 前年度比     6 日増 

年 間 目 標 11,742 名 目標達成率     95% 

延利用者数 11,208 名 前年度比    16 名減 

稼 働 率 90.7％ 前年度比  1.9％ 減 

1 日 平 均 36.3 名 前年度比  0.7 名減 
 

 緩和デイサービスセンター（定員 15 名） 

 

開 所 日 数 153 日 前年度比     2 日増 

年 間 目 標 1,989 名 目標達成率   69.9% 

延利用者数 1,390 名 前年度比    34 名増 

稼 働 率 60.6％ 前年度比  1.2％ 減 

1 日 平 均 9.1 名 前年度比   0.1名減 
 

  

⑸  介護サポート 日中、家庭での介護が難しい要援護高齢者に対し、社会的  

サービス事業 孤立感の解消と心身の機能の維持向上を図るとともに、在宅  

 介護者の介護負担の軽減を図った。主に、サービス利用によ  

 り区分支給限度基準額を超える方を対象に実施した。  

 区分支給限度基準額を超えて利用する方は減少している。  

 
開 催 日 数 309 日 前年度比 6 日増 

延利用者数 38 名 前年度比 32 名減 
 

  

⑹  会津若松市河 地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言を行  

東地域包括支援 い、保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援し、高齢者  

センターの運営 の虐待防止や認知症高齢者に対する事業を実施した。また、  

(会津若松市受 問題・困難ケースを支援するためケアマネジャー等と連携し  

託） 支援した。 

 相談対応は件数減となったが、地域に出向いた介護予防教  

 室や住民の方に協力いただいた出張カフェの開催、いきいき  

 百歳体操等自主的なサロン活動支援などの回数が増加となっ  

  た。今後も地域でつながりづくりと介護予防に努めていく。  

  



  

 

項  目 結  果 

  

 相談対応 5,582 件 前年度比 635 件減 

介護支援専門員等指導 96 件 前年度比   7 件減 

河東圏域包括ケア会議 

等開催 
11 回 

前年度比   4 回減 

うち 

包括ケア会議 

河東地区協議体 

3 回 

ミニケア会議 3 回 

個別ケア会議 5 回 

高齢者福祉相談員定例

会（河東）開催 
4 回 前年度比  同 

介護予防 

教室 

開 催 回 数 25 回 前年度比   5 回増 

延参加者数 358 名 前年度比  10 名増 

oraHo 体操 

クラブ 

開 催 回 数 81 回 前年度比  34 回増 

延参加者数 747 名 前年度比 249 名増 

家 族 介 護

者 交 流 会

事業 

開 催 回 数 3 回 前年度比  同 

延参加者数 12 名 前年度比   4 名減 

認 知 症 サ

ポ ー タ ー

養成講座 

開 催 回 数 4 回 前年度比   2 回増 

延参加者数 58 名 前年度比  26 名増 
 

  

 ○ 介護予防ケアマネジメント事業 

 （会津若松市受託事業：第 1 号介護予防支援事業） 

 介護が必要な状態になることを予防するため、事業対象者、 

 要支援 1・2 の方々に対して、適切な介護予防・生活支援サー 

 ビスが提供されるよう支援を行った。体調変化で入院や要介 

 護認定になる方が増え利用者数減少となった。 

 年 間 目 標 864 名 目標達成率 97.8％ 

延利用者数 845 名 前年度比 25 名増 
 

  

  



 

 

項  目 結  果 

⑺  介護保険要介 要介護・要支援認定更新の申請者に対して調査を行った。  

護要支援認定調 認定有効期間が２年の方の更新時期で、昨年より件数が増えて  

査（会津若松市 いる。他市町村や他県からも依頼があり、今後も実施していく。 

 受託） 調 査 件 数 129 件 前年度比  27 件増 
 

  

⑻  認知症対応型 認知症状態にある高齢者が、共同生活住居において自立した  

共同生活介護事 日常生活を営めるよう援助を行った。 4 月に退去者 1 名がいた 

業（グループホ が、その後については長期にわたる入院退去はなかった。  

ームみなづる） 開 所 日 数 366 日 前年度比  １日増 

延利用者数 3,253 名 前年度比 251 名増 

稼 働 率 98.8％ 前年度比 7.4％増 
 

  

⑼  認知症対応型 認知症状態にある高齢者に対して、共同生活居住において、 

通 所 介 護 事 業 自立した日常生活を営めるよう援助を行い、家族の介護負担軽  

（みなづるデイ 減や地域との交流を図った。新規受け入れするも、キャンセル  

 サービスセンタ 等が続き、稼働率が下がってしまった。  

 ー） 開 所 日 数 241 日 前年度比   3 日減 

延利用者数 540 名 前年度比  36 名減 

稼 働 率 74.7％ 前年度比    4％減 

１ 日 平 均 2.24 名 前年度比 0.12 名減 
 

  

⑽  会津若松市河  介護予防の拠点として高齢者等の健康増進を図り、生きがい  

東園芸ふれあい づくりができるよう支援し、作業を通しての世代間交流も行っ  

 センターの運営 た。定期的に活動する河東地域の利用団体が増えた。  

（会津若松市受託）  利 用 日 数 117 日 前年度比 17 日増 

延利用者数 1,272 名 前年度比  4 名減 
 

  

⑾  居宅介護事業  自立した日常生活や社会生活が送れるよう身体介護、家事援  

・重度訪問介護 助の支援を行い、在宅生活の継続を援助した。重度利用者への  

事業 活動可能な非常勤ヘルパーの減により、訪問回数が減少してい  

 ることで、今後の事業見直しについて検討している。施設利用  

 の障がい者や、スポーツ教室参加者への体力づくりを勧めるこ  

 とで、介護予防・自立増進・継続へと繋げていく。  

  



 

 

項  目 結  果 

 ➀ 居宅介護事業 

 延利用者数 499 名 前年度比 30 名減 
 

 ➁ 重度訪問介護事業 

 延利用者数 12 名 前年度比 同 
 

  

⑿  ガイドヘルパ 契約者数の変動は少ないが、入院や精神状態の変化などによ  

 ー派遣事業（会 り、利用回数減となった。 

 津若松市受託） 契 約 者 数 16 名 前年度比  8 名減 

延利用回数 346 回 前年度比 34 回減 
 

  

⒀  北会津保健セ 地域住民の保健・福祉増進を図るため「健康と交流」をコン  

 ンター事業（会 セプトとした下記の企画に取り組んだ。  

 津若松市指定管 ｢サロン応援企画」については、新プランを提供し保養施設  

理） 利用者の増加に繋がった。 

 ・企画 

 事 業 名 回数 延利用者数  前年度比 

サロン応援企画 40 団体 467 名 218 名増 

フィットネススクール 21 回 149 名 105 名増 

キッズ広場 登録 50 名 373 名 86 名増 

会議・研修企画 2 回 68 名 46 名増 
 

 ・保健センター 

 開 所 日 数 242 日 前年度比     3 日減 

年 間 目 標 42,000 名  

延利用者数 43,562 名 目標達成率 103.7％ 

１ 日 平 均 180 名  
 

 ・保養施設 

 開 所 日 数 315 日 前年度比    14 日増 

年 間 目 標 38,000 名  

利 用 者 数 37,463 名 前年度比 2,284 名増 

１ 日 平 均 118.9 名 前年度比     2 名増 
 

  



 

 

 

９．共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進 

項  目 結  果 

⑴  赤い羽根共同  目標額 13,500,000 円 

 募 金 運 動 へ の  実績額 10,731,248 円 

 協力  達成率    79.5％ 

 種 別 件 数 実績額 前年度比 

戸別募金 2,637 件 7,461,750 円 289,535 円増 

法人大口募金 161 件 1,044,952 円 1,625,889 円減 

職域募金 61 件 611,349 円 203,284 円減 

学校募金 34 件 581,717 円 26,913 円増 

街頭募金 - - 30,512 円減 

その他の募金 62 件 1,031,480 円 292,518 円減 

計 2,955 件 10,731,248 円  
 

  

⑵  歳末たすけあ  目標額 5,310,000 円 

 い募金運動への  実績額 4,937,374 円 

 協力  達成率    93.0% 

  

⑶  災害たすけあ ➀ 受付した義援金を各都道府県共同募金会に送金した。  

 い義援金受付 令和元年台風第 19 号災害義援金 25 件 365,890 円 

令和元年台風第 15 号千葉県災害義援金 4 件 64,113 円 

令和元年 8 月佐賀県豪雨災害義援金 2 件 52,094 円 

計 31 件 482,097 円 
 

  

 ➁ 災害義援金の受付窓口として協力 

  ア 令和元年台風第 19 号災害義援金 

  イ 令和元年台風第 15 号千葉県災害義援金 

  ウ 令和元年 8 月佐賀県豪雨災害義援金 

  エ 平成 30 年北海道胆振東部地震災害義援金 

  オ 平成 30 年 7 月豪雨災害義援金 

  カ 平成 28 年熊本地震義援金 



 

 

 

 

１０．社会福祉事業施設団体職員の共済事業 

項  目 結  果 

⑴  会津若松市社  市内福祉施設に勤務する職員の福利厚生の充実を図った。  

 会福祉施設団体 ➀ 加入状況 

 職員共済事業   18 施設 1 団体 514 名（前年度比 同） 

  

 ➁ 給付の状況 

  ア 退職給付金 37 名  85,323,245 円 

  イ 結婚祝い金 11 名    77,000 円 

  ウ 出産祝い金 26 名    78,000 円 

  エ 弔慰金    2 名    20,000 円 

  オ 傷病見舞金  無 

  

 ➂ 融資状況    1 名   2,000,000 円 

  



 

 

１１．台風 19 号に関する県内市町村社協災害支援について 

項  目 結  果 

⑴  県内市町村社 ➀ 被災地災害ボランティアセンターへ職員を派遣し、運営支 

 協災害ボランテ  援を行った。 

 ィアセンター運 

 営支援 

期 間 派遣先 派遣数 

➀  10/21（月）～ 24（木） いわき市 1 名 

➁  10/25（金）～ 27（日） 相馬市 1 名 

➂  11/ 1（金）～  3（日） 本宮市 1 名 

➃  11/ 2（土）～  3（日） 本宮市 1 名 

➄  11/ 4（月）～  5（火） 本宮市 1 名 

➅  11 /6（水）～  9（土） 郡山市 1 名 

➆  11/12（火）～ 13（水） 郡山市 1 名 

➇ 11/30（土）～12/1（日） 郡山市 1 名 
 

  

⑵  災害ボランテ  市内外の住民を対象に、ボランティアを募集し、ボランティ  

 ィア活動への支 アバスを運行し、被災地において活動を実施した。  

 援 期 日 参加者数 活動先 

第 1 日目 11 月 2 日（土） 20 名 郡山市 

第 2 日目 11 月 3 日（日） 20 名 郡山市 

第 3 日目 11 月 4 日（祝） 20 名 本宮市 
 

  

⑶  ボランティア  平日に合わせ 10 月 19 日（土）から 11 月 15 日（金）までの 

 相談の実施 土日祝日もボランティアセンターを開所し、ボランティア活動  

 に関する相談、ボランティア活動保険加入手続き、情報提供を  

 行った。 

  

⑷  支援物資の連  行政機関の依頼により、物資提供に関する調整を行った。  

 携調整 ➀ 10 月 18 日（金） 会津若松市危機管理課より 

   お茶 500ml 24 本入 39 箱 

   お菓子       128 箱  郡山市社協へ 

  

 ➁ 市内企業からのランドセル寄贈申出により、県内 15 被災 

  地社協へ情報提供及び取りまとめを行った。  

   石川町社協 2 個寄贈 


